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「
第
1
子
誕
生
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
事
業
」

こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て
を
応
援

　
市
が
計
画
を
進
め
て
い
た
「
第
1
子

誕
生
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
」
の

第
1
回
目
の
贈
呈
式
が
対
象
者
の
小
島

一
哲
さ
ん
、
彩
季
さ
ん
ご
夫
婦
の
ご
自

宅
で
行
わ
れ
、
津
谷
市
長
が
子
育
て
応

援
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
「
第
1
子
誕
生
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
」
は
、
第
１
子
が
誕
生
す
る
ご

家
庭
を
対
象
に
、
出
産
と
そ
の
後
の
育

児
を
控
え
た
お
母
さ
ん
の
マ
タ
ニ
テ
ィ

ブ
ル
ー
の
緩
和
と
労
い
、
お
子
様
の
ご

誕
生
祝
い
と
健
や
か
な
成
長
祈
願
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て
へ
の
応

援
を
目
的
と
し
て
、
育
児
用
品
と
記
念

品
、
併
せ
て
６
万
円
相
当
の
品
物
を
贈

呈
す
る
も
の
で
す
。

　
育
児
用
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
点
数
が
付

け
ら
れ
た
全
1
0
0
品
目
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
カ
タ
ロ
グ
か
ら
、
品
物
点
数
合

計
80
点
以
内
で
お
好
み
の
品
物
を
自
由

に
組
み
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
記
念
品
と
し
て
「
秋
田
杉

の
印
鑑
」、
メ
イ
ド
イ
ン
北
秋
田
市
の

「
秋
田
八
丈
の
印
鑑
入
れ
」、「
幼
児
に

や
さ
し
い
桐
の
お
も
ち
ゃ
」
の
セ
ッ
ト

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　
子
育
て
応
援
記
念
品
を
受
け
取
っ
た

小
島
さ
ん
は
、「
初
め
て
の
出
産
で
、

育
児
用
品
は
何
を
用
意
し
た
ら
い
い
の

か
迷
っ
て
い
た
が
、『
第
1
子
誕
生
ハ
ッ

ピ
ー
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
』
で
は
、
カ
タ

ロ
グ
か
ら
自
分
で
育
児
用
品
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
わ
く
わ

く
し
な
が
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
0

歳
か
ら
使
え
る
お
も
ち
ゃ
を
選
ん
だ
の

で
、
子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
活

用
し
た
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

▲第１回目の贈呈式

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

◇
５
月
16
日
〜
６
月
15
日

18
日（
月
）▽
北
秋
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
第

4
回
北
秋
田
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議（
本
庁
舎
）

20
日（
水
）▽
令
和
2
年
北
秋
田
市
議
会
第
1
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

22
日（
金
）▽
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ま
て
ば
こ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
報
告

（
本
庁
舎
）

25
日（
月
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
1
0
4
回
取
締
役
会（
同
社
）

26
日（
火
）▽
㈱
つ
う
し
ん 

消
毒
液
等
の
寄
附
贈
呈（
本
庁
舎
）▽
早
期
求
人
提
出
の

要
請
書
提
出（
北
秋
田
市
商
工
会
）

27
日（
水
）▽
令
和
2
年
北
秋
田
市
議
会
第
2
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
第
1
回
北
秋
田

市
総
合
教
育
会
議（
第
2
庁
舎
）

29
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

1
日（
月
）▽
森
吉
地
区
自
治
会
長
会
要
望
書
提
出（
本
庁
舎
）▽
令
和
2
年
度
第
1
回

北
秋
田
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議（
本
庁
舎
）

3
日（
水
）▽
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会
委
嘱
状
交
付（
コ
ム
コ
ム
）

5
日（
金
）▽
七
日
市
保
育
園
地
鎮
祭（
同
所
）

9
日（
火
）▽
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
贈
呈
式（
綴
子
下
町
地
内
）

10
日（
水
）▽
大
館
法
人
会
寄
附
金
贈
呈（
本
庁
舎
）

11
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
6
月
定
例
会
初
日（
議
事
堂
）

15
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
6
月
定
例
会
一
般
質
問
第
1
日
目（
議
事
堂
）

津谷市長が在職12年となり全国市長会
より、永年勤続功労表彰を受け、表彰
状および記念盾が贈られました。

北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

vol.28

　
５
月
某
日
、
北
秋
田
チ
ェ
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
で
「
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
」
を
初
体
験
し
ま
し

た
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
は
そ
の

名
の
通
り
主
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ

て
丸
太
に
細
工
を
施
し
、
熊
や
鷹
な

ど
様
々
な
形
を
作
り
上
げ
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好

き
だ
っ
た
の
で
、
内
心
「
結
構
ウ
マ

く
作
れ
ち
ゃ
っ
た
り
し
て
」
な
ど
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
ん
で
も
な

い
勘
違
い
で
し
た
。
ま
ず
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
取
り
扱
い
が
難
し
い
！

　
薪
を
切
る
こ
と
さ
え
ほ
ぼ
未
経
験

な
の
に
、
お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
で

小
型
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
い
、
丸
太

を
切
っ
た
り
削
っ
た
り
刃
先
で
溝
を

彫
っ
た
り…

…

。
そ
し
て
、
頭
の
中

で
出
来
上
が
り
の
立
体
を
想
像
し
な

が
ら
彫
る
の
が
ま
た
難
し
い
！

　
今
回
の
体
験
で
は
フ
ク
ロ
ウ
の
作

り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
が
、
３
時
間

ほ
ど
か
け
て
誕
生
し
た
の
は
フ
ク
ロ

ウ
と
は
言
い
難
い
ナ
ゾ
の
生
物（
笑
）。

で
す
が
、
木
を
削
っ
て
い
く
作
業
に

没
頭
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　
今
年
は
残
念
な
が
ら
、
北
欧
の
杜

公
園
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
競
技

大
会
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
北
秋
田
は
森
林
資
源
の
豊
富

な
地
域
な
の
で
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
の
よ
う
に
木
材
を
利
用
し
た
作
品

や
活
動
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
市
内
の
主
要
な
施
設

の
前
な
ど
に
作
品
が
飾
ら
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
細
工
技
術
や
造
形
の
素

晴
ら
し
さ
に
あ
ら
た
め
て
注
目
し
た

い
で
す
ね
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
を
初
体
験

▲丸太を相手にきりきり舞いです。 佐藤高博隊員

環　境
コラム
第36回

不
法
投
棄
〜
あ
な
た
の
土
地
に

あ
る
日
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
ら
〜

　
不
法
投
棄
と
は
、
定
め
ら
れ
た
処

分
場
以
外
に
廃
棄
物
を
投
棄
（
捨
て

る
）す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
「
廃
棄
物
」
と
は
、
ご
み
、

粗
大
ご
み
、燃
え
殻
、汚
泥
、ふ
ん
尿
、

廃
油
等
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
不
法
投
棄
を
防
止
し
、

「
美
し
い
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
不
法
投
棄
監
視
員
が
巡
回

を
行
い
、
不
法
投
棄
が
発
見
さ
れ
た

場
合
は
、
市
が
現
場
確
認
を
行
う
と

と
も
に
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に

通
報
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
と
い
う
と
、
廃
タ
イ
ヤ

や
テ
レ
ビ
、
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
の
粗
大

ご
み
が
山
林
や
河
川
敷
な
ど
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
状
態
を
思
い
浮
か
べ
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
、

空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど

も
不
法
投
棄
に
あ
た
り
ま
す
。

　
「
バ
レ
な
い
か
ら
大
丈
夫
」と
思
っ

て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
不
法
投
棄
の
罰
則
は
重
く
、
廃

棄
物
を
捨
て
た
場
合
５
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場

合
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
土
地
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ

て
い
た
ら
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
普
段
か
ら
ゴ
ミ
を
投
棄
さ
れ

な
い
よ
う
な
土
地
の
管
理
や
環
境
づ

く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
も
し
、
自
分
の
土
地
に
ゴ
ミ
が
捨

て
ら
れ
て
い
た
ら
、
ま
ず
は
市
役
所

生
活
課
環
境
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

必
要
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
へ
の
通

報
等
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


